
令和 3 年度 デザインハンズオン支援事業（創業推進連携事業） 

ケースライター募集要項 

 

１．目的・概要 

 

仙台印刷工業団地協同組合ビジネスデザインセンター（以下「BDC」）では、宮城県内の創業者を

支援する「デザインハンズオン支援」事業における、「ケースライター」を募集致します。 

BDC では、宮城県の「創業推進連携事業」の一環として「デザインハンズオン支援」事業を推進し

ております。これは創業者（創業を準備中または創業から 5 年未満の中小企業者または個人事業主）

に対して、ブランドロゴやリーフレット等の商談ツール、広告テストなどのマーケティング支援を行

うもので、最終的にはその支援プロセスを記録し、「ケースメソッド（※）」教育の一環として活用さ

れるケース教材のライティングを行うものです。 

本事業ではその「ケースメソッド」用のケース教材を執筆するライターを OJT で育成するととも

に、完成したケース教材を広く支援機関等へ提供することで、宮城県におけるビジネス支援機関の支

援能力の向上を図るものです。 

 

※ケースメソッドとは？ 

ケースメソッドとは、経営管理学修士（MBA）などの教育カリキュラムの中で、経営者が何かしらの

意思決定を求めれる場面において、マーケティングや管理会計、人事組織論などの様々な経営管理の

観点から、擬似的にその意思決定を行う教育方法です。「ケーススタディ」が、いわゆる一般的な「事

例集」として情報収集を目的とするものに対し、「ケースメソッド」は自らが経営者になったときの視

点で、いかにロジカルに経営知識を駆使するかを訓練する「教材」として構成されています。 

現在日本では、ケース教材は慶応ビジネススクール（KBS）や早稲田ビジネススクール（WBS）によ

って制作されているものが多いものの、大半が大手企業のケースであり、中小企業、特に地方のスタ

ートアップに関したケース教材は皆無に近い状態です。 

 

２．募集対象者 

 

（１）既にライターとして対価を得て活動しており、活動実績（いわゆる「ポートフォリオ」）を提出

可能である者 

（２）経営コンサルティング・経営支援機関などで既に中小企業・創業準備者の支援業務に携わって

おり、その実績を提出可能である者 

（３）前述（1）または（２）を満たす者で、BDC が行う「ケースライター養成講習（無料）」を全て

受けることができること 

（４）前述（1）または（2）を満たし、かつ（3）に参加できる者で、実際に BDC が行う「デザイン

ハンズオン支援」の現場に最低 1 回は取材し、ケースライティングを行うこと 

 

なお今回はケースライターを新たに養成するものであり、既にケースメソッドのケースライターの

経験があったり、大学・大学院等でケースライターの訓練・経験を持っている方は除外します。 

 



 

３．実施内容 

 

（１）ケースライター養成講習（無料） 

 ケースライティングには、基本的な経営管理学に関する知識と、実際に行われるケースメソッド

の体験が必須です。本講習では、もっとも中小企業支援の現場で多い「マーケティング」「創業」「人

材組織」に関する基本的な理論を座学で行うと共に、実際にケースレポートを作成し、ケースメソ

ッドのワークショップに参加することを義務とします。 

 日時 時間 研修名 研修内容 

1 7 月 30 日（金） 

18:30-20:00 

場所：オンライン 

90 分 経営管理理論① ・経営とマーケティング論 

・ケーススタディ① 

2 8 月 6 日（金） 

18:30-20:00 

場所：オンライン 

90 分 経営管理理論② 

ライティング講座 

・創業と人材組織論 

・ケーススタディ② 

・ケース宿題提示（レポート制作） 

・校閲と校正 

3 8 月 20 日（金） 

18:30-20:00 

場所：仙台印刷団地 

90 分 ケースメソッド演習 

ケースメソッド論 

・レポート事前提出と演習 

・ケースメソッドとは 

・ケースの基本構成 

 

（２）支援企業への取材 

BDC では現在クライアント企業を募集・審査中であり、8 月後半より本格的な「デザインハンズ

オン支援」を開始し、令和 4 年 1 月末を目標に完了する予定です。これは、競合調査、ラインナップ

体系整理、コンセプト整理などのマーケティングの基本支援と、ブランドロゴデザイン、商品リーフ

レットやパッケージのデザイン、ビジュアルコンセプト作成、ブランド Web サイト構築、SNS 広告

テストなどを組み合わせ、伴走しながらプロジェクトを進行して支援先企業にノウハウを残す「ハン

ズオン型」支援です。 

支援の進捗管理は、BDC が支援計画を策定した上で、おおむね月に 1 回程度の「定例ミーティン

グ」をマイルストーンにして行われます。ケースライターはこの会議に最低 1 回は出席し、クライア

ント企業へ取材して、ケースの執筆を進めます。 

 

（３）ケースライティング 

ケースの執筆は 10 月頃から 12 月にかけておこなわれ、令和 4 年 1 月よりデザイン編集され、3 月

に発刊予定です。執筆原稿は BDC による校閲・校正などを行いつつ、徐々にその質を高めていく予

定です。 

  ケース取材・ライティング料 44,000 円（税込） 

   ※現地取材等の追加取材や交通費等の経費も、この中に含まれます。 

 

  



（４）講師・編集長 

仙台印刷工業団地協同組合 BDC センター長 笠間建 

宮城県仙台市生まれ。(株)コミューナ取締役/マーケティング・ディレクター。

仙台印刷工業団地協同組合 BDC センター長。経営管理修士（MBA）。 

東北地方の様々な事業の企画・計画・運営などのプロジェクト・エンジニアリ

ングを担当。東経連ビジネスセンターの事例集や復興庁事例集のコラム制作な

ど数々のケーススタディ編纂に携わる。2010 年早稲田大学大学院商学研究科

専門職学位過程ビジネス専（WBS）修了。WBS 山田英夫教授（ケースメソッ

ド論）の指導を受け、東北の中小企業のケース教材を複数作成。 

 

５．審査方法と審査基準 

 

①書類による審査 

 別紙「ケースライター応募用紙」並びに「過去実績資料」の提出 

②審査基準 

 【意気込み】 30 点 ケースライターへの興味関心度合いと「やる気」 

 【継続性】  25 点 店今後も企業支援やケースライティングに携わる機会があるか 

【実績】   20 点 これまでの企業支援実績やライターとしての実績 

【文章力】  15 点 提出書類・実績の文章能力 

【経営知識】 10 点 基本的な経営管理に関する知識の量 

 

６．募集人数 3 名 

 

７．申請方法 

申請希望者は、特設サイトからダウンロードできる「ケースライター募集要項」から「ケースライタ

ー応募用紙」を作成し、その他必要書類をスキャニング等した上で、電子メールにてご提出下さい。  

・申請特設サイト URL： designehandson.strikingly.com 

・申請書送付先メールアドレス：info@bdc-sendai.jp 

・タイトル：「ケースライター募集申請」 

 ※感染症予防のため、なるべく電子メールでの提出を推奨しますが、難しい場合は「９．問い合わ

せ先」にてご相談ください。 

 

８．スケジュール 

・6 月 30 日（水）：募集開始    

  ・7 月 21 日（水）：応募締め切り 15 時必着  

  ・7 月 22 日（木）：書面審査 

・7 月 26 日（月）：結果通知 

・7 月 30 日（金）：ケース仕様説明＋ケースライター養成講習（第 1 回目、オンライン）  

 

 



９．問い合わせ先 

 

仙台印刷工業団地協同組合ビジネスデザインセンター 

〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町 1 番 43 号 

  E-mail アドレス： info@bdc-sendai.jp 

電話番号： 022-288-5171 

受付時間： 月曜日～金曜日 9 時～17 時 

担当者：笠間・若栁 

 

  



（別紙） 

ケースライター応募用紙 

 

令和 3 年 月 日 

 

仙台印刷工業団地協同組合 理事長殿 

 

 

令和 3 年度ケースライター募集について、別紙募集要項を確認の上、以下の通り申請いたします。 

 

記 

 

ライター名  

住所（本社所在地）  

所属 

（屋号または事業主名） 

 

連絡先電話番号  

連絡先メールアドレス  

略歴 

（400 字以内） 

 

（A）中小企業・創業準備

者の支援業務の実績 

 

 

 

 

 

（B）ライター・報告書制

作者としての実績 

 

 

 

 

 

・（A）または（B）のどちらかを必ず記載すること。両方記載できる者は記載しても良い。 

・その他、これまでの実績の中で代表的なものの「過去実績資料」（ポートフォリオ等）を添付してくだ

さい（10 ページ以内）。 


